
令和３年度 奈良県がん関連事業について
がん対策関連予算（案） ３１１，３３１千円

（令和２年度予算 ３３５，４９３千円）

■がん医療の提供 （案）１１６，２８６千円 (R2 １０６,４５５千円)

○がん診療連携拠点病院等機能強化事業 ６９，４７９千円 (R2 ６８,５６３千円)

がん診療連携拠点病院等が、がん患者や家族等への相談支援、医療従事者に対する研修等を実施
する場合に補助

○がん医療機能分化推進事業 ３４，７８６千円 (R2 ２３,０８３千円)

奈良県立医科大学に「腫瘍内科学講座」を設置して専門医を育成し、県内拠点病院へ専門的な人材
を配置するとともに、がんゲノム医療従事者（相談員、看護師等）の資質向上

○がん患者に対する口腔ケア対策支援事業 １，６００千円 (R2 １,６００千円)

医科歯科連携を進めるため、がん患者の口腔管理、口腔管理に関わる人材の育成や地域ごとのネッ
トワークの体制整備に対し委託

○看護職員資質向上支援事業 ６，０２５千円 (R２ ６,６５０千円)

認定看護師等の資格取得や特定行為研修の受講を支援する病院等に対し補助

○肝がん・重度肝硬変研究事業 ４，３９６千円 (R２ ６,５５７千円)

肝炎ウイルス起因の肝がん・重度肝硬変患者の入院にかかる医療費の一部を公費負担

■緩和ケア （案）２０，１５１千円 (R２ １８,６０４千円)

○地域連携・緩和ケア普及啓発事業 ５０８千円 (R２ ７５２千円)

１）奈良県地域がん診療連携支援病院（１病院）に対し、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研
修会の委託

２）地域の診療所を対象としたがんの在宅緩和ケア研修会の実施

○訪問看護推進研修事業 １，３１５千円 (R２ １,１２９千円)

訪問看護を担う人材の育成・確保を図るための研修会等の委託

○訪問看護ステーション人材確保支援事業 １８，３２８千円 (R２ １６,７２３千円)

訪問看護ステーションでの人材の育成・確保、質の向上を図るため事業を実施する団体への補助

■地域連携
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■ならのがん医療見える化推進事業 （案）３，５４０千円 （R2 ５,３２７千円）

○がん診療情報見える化推進事業 １，１０６千円 (R２ １,１０６千円)

「がんネットなら」に掲載している県内の拠点病院等の診療機能や実績等を更新するとともに、療養ガ
イドを改定し、県民に情報提供を実施する。

○地域別がん対策見える化推進事業 ２，４３４千円 (R２ ４,２２１千円)

がんの死亡率・罹患率等について、がん関連データを用いた分析を実施し、分析結果に基づいた地域
における効果的ながん対策の取組を提案
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■相談支援及び情報提供
■がん患者の就労を含めた社会的な問題

（案）８７０千円 (R２ ８３８千円)

○がん患者への支援推進事業 ４０８千円 (R２ ３７６千円)

１）がん患者・家族への相談支援事業
・保健所における、がんピアサポーター・がん相談員を進行役とした患者サロン等の実施
・病院、保健所のがん患者サロン運営会議の開催

２）がん患者への就労相談支援事業
・就労支援関係者の情報交換会の実施
・事業者向けの研修会での周知

３）がん患者・家族への情報提供事業
・リレーフォーライフ奈良での啓発

○ライフステージ等に応じた相談体制整備事業 ２３４千円 (R２ ２３４千円)

がん相談支援センター等相談員への研修会の実施
小児がん患者・家族の交流会の実施

○がんピアサポート支援活性化事業 ２２８千円 (R２ ２２８千円)

がん体験者の立場から悩みや不安にサポートできる人材としてピアサポーターを養成

■がん登録 （案）９，２５４千円 (R２ ９,０７３千円)

○がん登録推進事業 ９，２５４千円 (R２ ９,０７３千円)

全国がん登録・地域がん登録の実施
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■がん予防 （案）４１，３９７千円 (R２ １５９,１７７千円)

○奈良県たばこ対策推進員会 ２８５千円 (R２ ３０４千円)

たばこ対策のあり方を総合的に検討、推進を行う。

○禁煙支援体制整備事業 ５３４千円 (R２ ５３４千円)

１）禁煙支援ツールの提供 ２）専門職対象研修会
３）禁煙支援協力薬局の設置・普及

○未成年者喫煙防止対策事業 １９９千円 (R２ １９９千円)

１）未成年者禁煙支援相談窓口の設置
２）学校での喫煙防止対策研修会

○たばこ対策市町村定着促進事業 ７４７千円 (R２ ９７６千円)

市町村のたばこ対策の充実を支援

○受動喫煙防止対策普及啓発事業 ８９２千円 (R２ １,１９０千円)

受動喫煙防止対策実施方針の策定及び普及啓発

○受動喫煙防止対策相談支援事業 １３，９３７千円 (R２ １１,２６９千円)

受動喫煙防止対策に関して各保健所に相談窓口を設置し、県民及び事業所等への相談支援を実施

○食育推進計画強化事業 １，１１６千円 (R２ １,４００千円)

第３期奈良県食育推進計画を推進するため、奈良県食育推進会議等各種会議の開催、市町村支援、
普及啓発、スキルアップ研修会等を実施

○食育作文コンテスト事業 ０千円 (R２ ５３８千円)

多くの世代が食について考え、関心を持つことを目的に、食育作文コンテストを実施

○やさしおベジ増しプロジェクト推進事業 ２，１０８千円 (R２ １,１１６千円)

スーパーマーケット等の中食（そう菜等）の減塩・野菜増量化を推進

○健康ステーション運営事業 １９，６２９千円 (R２ ２０,３０３千円)

１）健康ステーション（橿原・王寺）の運営委託
２）「おでかけ健康法」普及啓発活動の実施

○健康ステーション市町村連携協働事業 １，９５０千円 (R２ ２,０４８千円)

１）市町村営の健康ステーション設置に要する経費の補助
２）健康ステーションの設置に意欲的な市町村へのアドバイザー派遣の実施
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■がん予防

○健康長寿情報発信事業 ０千円 (R２ １,４２９千円)

健康長寿応援サイト「すこやかネットなら」による健康づくり情報の発信等

○肝炎対策事業

（肝炎対策の推進・肝炎検査受診率向上事業・重
症化予防推進事業）

３，４１３千円 (R２ ４,０３０千円)

１）検査希望者に対する無料での検査実施（保健所）や医療機関委託による検査実施体制の整備
２）肝炎陽性者に対し受信勧奨等のフォローアップを行い初回精密検査費用及び定期検査費用を
助成

○肝炎医療費公費負担事業 ７７，９９９千円 (R２ １０１,５８７千円)

抗ウイルス治療等を必要とする肝炎患者の治療費の一部を公費負担

○肝炎患診療地域連携体制強化事業 １２，２５４千円 (R２ １２,２５４千円)

拠点病院に対し、肝疾患相談支援センター事業、市町村へ技術支援と企業等への地域連携事業等
の経費の補助

■がんの早期発見 （案）３，９５７千円 (R２ １１,２４９千円)

○奈良県がん予防対策推進委員会 ７８６千円 (R２ ８４８千円)

奈良県がん予防対策推進委員会の開催

○検診精度向上事業 ６８５千円 (R２ ６９１千円)

がん検診精度向上のための従事者研修会の実施

○「がん検診を受けよう！」奈良県民会議推進事業 ２，３５３千円 (R２ ３,４５７千円)

１０月１０日「がん検診を受けよう！」奈良県民会議総会の開催、啓発キャンペーン

○ヒトパピローマウイルス感染症予防接種後相談
事業

２３千円 (R２ ５０千円)

相談窓口の設置し、患者の学習支援や教育現場との連携等、相談体制の整備

○石綿読影の精度に係る調査 １１０千円 (R２ ６,２０３千円)

市町村が実施する「石綿読影の精度に係る調査」に対する支援

庁内サーバーに移動したため廃止



■がん教育・普及啓発 （案）１，０４３千円 (R２ １,１９０千円)

○がん教育総合支援事業 １，０４３千円 (R２ １,１９０千円)

がん予防及び早期発見の重要性について理解を深めるため、がんに関する学習活動を推進

（「奈良県がんと向き合う日」にちなんだ取組・展開及び系統性のあるがん教育の検討、教員向け研
修会の開催、高等学校での外部講師を活用したがん教育）

■その他 （案）３，３１２千円 (R２ ３,４０５千円)

○奈良県がん対策推進協議会運営事業 １，４１４千円 (R２ １,５０７千円)

奈良県がん対策推進協議会、部会を開催

○第３期奈良県がん対策推進計画中間評価事業 １，８９８千円 (R２ １,８９８千円)

第３期奈良県がん対策推進計画で掲げた取組について評価を行い、最終目標達成のために取組
内容や評価指標の見直しを実施
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地域医療関係（令和３年度） 別添

事 業 名 事 業 内 容

在宅医療推進事業 １）在宅医療提供体制確立促進事業
•在宅医療の全県的な展開に向けて、県医師会における在宅医療
への参入促進などの取組に対し補助
•多職種による、県内在宅医療提供体制を充実させるための会議
体を運営
２）在宅医療広域連携支援事業
•保健所を中心として、複数市町村にまたがる医療介護連携の
ルールづくり等を支援

Ｒ３年度予算（案） １１,８７８千円
（Ｒ２年度 １４,７５６千円）

在宅歯科医療連携室
運営事業

○在宅歯科医療における医科や介護等の他分野との連携を図る
ため、在宅歯科医療連携室を運営

Ｒ３年度予算（案） ３,８００千円
（Ｒ２年度 ３,８００千円）

地域医療・介護関係（令和３年度）

事 業 名 事 業 内 容
地域包括ケアモデルプ
ロジェクト推進事業

○地域包括ケアシステムの構築を促進するため、包括ケア推進
支援チームにより、市町村や関係機関等への働きかけを行い、
地域の実情に応じた体制整備を推進する。

Ｒ３年度予算（案） ９０３千円
（Ｒ２年度 ９０５千円）

ICTを活用した地域リハ
ビリテーション推進事業

〇南和地域において、南和広域医療企業団と連携し、ICTを活
用して同企業団に所属するリハビリ専門職等から南和地域の
市町村が助言を受けることができる仕組みづくりを行う

Ｒ３年度予算（案） ６００千円

退院調整ルール推進事
業

○圏域を超えて入退院をする場合でも、円滑な情報共有による
退院調整が実施されるよう、退院調整ルールの広域的調整
等の取り組みを行い、全県的な在宅医療・介護連携を推進

Ｒ３年度予算（案） ６７４千円
（Ｒ２年度 ７１６千円）

新


